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第Ⅱ部 昭和・平成期の教科教育と教科書
図画工作・美術教育
はじめに
教科書は、学校教育における各教科の歴史を最も分かりやすく語ってくれる一級資料である。
低学年児童の教科書がなかったり、高学年では男女別々の教科書があったりと、時代に映る顔
はさまざまである。戦後、中学校は「図画工作」から「美術」と科目名が変更されると同時に、
「技術科」が新設されるなどの事実に突き当たる。表紙もその時代の図画工作・美術科の特徴
やイメージをよく伝えている。ここでは、戦前期から平成までの美術教育における小・中学校
の教科書及び「学習指導要領」について述べてみたい。
１ 明治末期から昭和戦前期の教科書
（1）国定３期教科書 1910∼32（明治43∼昭和７）年
①『新定画帖』
1910（明治43）年に発行された『新定画帖』（図１）（正式には『尋常小学新定画帖』『高等小
学校新定画帖』）は、1932（昭和７）年に『尋常小学図画』が発行されるまで国定教科書とし
やま もと かなえ
て22年間使用された。1918（大正７）年に山本 鼎による臨画廃止を目的とした「自由画教育
運動」において、この教科書は批判の矢面に立たされたが、図画教育に対する影響力は大きく、
大正から昭和初期を代表する教科書と位置づけることができる。
『新定画帖』の編纂委員は、欧米における図画教育の調査研究の目的で設置された「図画取
うえ はら ろく し ろう
しら はまあきら
調委員会」のメンバーであった正木直彦、上原六四郎、小山正太郎、白浜 徴と新たに加わっ
あ
べ
し
め
きち
た阿部七五三吉であった。図画取調委員会の報告書に基いてこの教科書は編纂されており、教
師用書「要旨」の凡例で、「本書は鉛筆画・毛筆画てふ用具上よりの区別を廃し、児童発育の
程度に応じて鉛筆・毛筆の何れをも使用せしむるものとす。大体上より言えば初歩の程度に於
ては鉛筆を多く使用せしめ、程度の進むに随ひて次第に毛筆を多く使用せしむることとしたり」
と述べ、従来の鉛筆画と毛筆画優位論の対立を解消し、教材の論理的体系化を図ろうとした。
「児童用書」と「教師用書」の２種類の教科書が発行されており、今でいう児童用教科書と
教師用指導書にあたる。低学年の第１・２学年には「児童用書」はなく「教師用書」のみであ
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図１ 『高等小学新定画帖』第三学年男女共用 1912（大正元）年 左：表紙 右：目次
り、指導書をもとに教師が手本を示しながら授業を進めることとなる。高学年の第５・６学年
では「児童用書」は「男子用」と「女子用」が発行され、男女別学で使用する教科書も区別さ
れていた。なお「教師用書」は１学年40週分の40課題の題材が配列され、「臨画・写生画・記
憶画・考案画」が掲載された。学齢にあわせて題材を配列している他に、「色鉛筆の使用や用
もく ろ
具、コンパスの器材」など技能における体系化を目論んでいるところにも特色があった。
「凡例」には、「本書の教師用書にありては教授上の便を測りて、各課とも、要旨・準備・
教授の三項目に分ちて記述し、教授の一項は更に又観察・説明・問答・画方・注意等の小項目
を掲げ、観察・説明・問答等の要点並びに画方の方法を述べ、注意の項に於ては、描写の際児
童が陥り易き弊、並びに将来心得置くべき必要条件等を記したり。各項共記述事項を一括して
記したるが故に、教授者は之を分解し便宜の教授案となすべし」と指導上の留意点を述べてい
る。『新定画帖』は「教師用書」が中心であり、指導という観点が強調された編集となってい
るが、低学年の「記憶画」から高学年の「写生」へ発展する系統性や児童の精神発達を考慮し
た内容構成の点では、画期的な教科書として位置づけられる。
指導の体系を図るとともに、旧来の「臨画」を減らし、「児童の発達の程度」に即し、教師
の指導に重点をおく趣旨が読み取れる。ただ「目と手の訓練的要素」の強い教科書であったこ
とは否定できない。
②自由画教育運動
大正から昭和初期の教科書を語る上で、山本鼎による「自由画」の主張は避けて通ることは
できない。山本は、東京美術学校を卒業後、創作版画運動を推進した版画家であり、画家であ
った。５年にわたるヨーロッパ遊学の帰途、1916（大正５）年、ロシアで「児童美術展覧会」
を見て深い感銘を受けた。この時、児童画の自由で個性的な表現に心を打たれ、模写や臨画を
主体としたわが国の図画教育に強い疑問を抱くことになる。
1918（大正７）年12月、山本は長野県小県郡神川小学校で自由画の講演を行い、臨画を廃止
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する決意を表明した。翌年には第１回「児童自由画展覧会」を同校で開催する。この開催趣意
書において、自由画を「写生、記録、想像等を含む―即ち、臨本によらない、児童の直接な表
現をさすのである」と定義し、「見本を与えて子供に真似させるよりは、自由に“自然”へ放
牧して、彼れ等に産ませねばいけません」と強く訴えた。この児童画展覧会は、新聞や雑誌な
どのマスコミとクレヨン会社の後援などにより、全国的に知れ渡った。
一方、山本鼎の「自由画」主張には、さまざまな立場から反対意見が出された。『新定画帖』
編者の阿部七五三吉は、描写能力の形成には写生の前段階において臨画が必要であり、授業は
きし だ りゅうせい
子ども任せでは成立しないと反論した。また、画家岸田劉 生は、子どもの美的判断力を養う
ためには、伝統を否定して自然に向かうのではなく、古典の模写や鑑賞によって「美術の美」
を学ぶ必要があると論じた。
自由画教育運動は、臨画廃止に一定の効果をもたらしたが、全国各地の学校現場に放任的な
写生画教育を招くことになった。このことは山本の本来意図した「自然より学ぶという」理念
が、実践段階で自由写生と誤解されていたことを物語る。この時代、全国の学校の図画教育が
一変して自由画、つまり写生画に変わった訳ではない。1929（昭和４）年の時期に約220万冊
の『新定画帖』が国定教科書として発行されていたことを無視することはできない。学校現場
での臨画教育の根強さ、訓練的要素を多分に含む模写教科書『新定画帖』の影響がいかに大き
いものであったかを窺い知ることができる。
（2）国定４期教科書 1932∼41（昭和７∼16）年 『尋常小学図画』
大正期の新図画教育会や自由画教育運動による『新定画帖』への批判、民間による図画教科
書の発行、諸外国からの美術教育思潮の移入などに後押しされた文部省は、実に22年ぶりとな
る国定教科書『尋常小学図画』（図２）を1932（昭和７）年に発行した。
この発行に先立ち文部省は、青木存義を主任に石井拍亭、伊藤信一郎、板倉賛治、平由松堂、
やま がた ゆたか
水平譲、山形 寛、和田三造らを委員に任命し、新しい教科書の編纂を始める。主任が井上剋
に交代、平福百穂が委員に加わるなど入れ替わりがあったが、『高等小学図画』の編纂や『尋
常小学図画』の改訂など６年にわたって編集が行われた。編纂趣旨の「総説」には「現代に適
切な美的陶冶をなし、且国民性の涵養に資するため、最も教材の選択に留意し、又描写の様式
の如きも和洋の別に拘泥することなく、児童の性能を自由に伸ばすなどに力めた」というよう
に、自由画や個性の伸長を図る記述があるなど、自由画教育運動の影響を教科書に垣間見るこ
とができる。
第５・６学年では男児用と女児用の２冊発行されており、教師用書、児童用書が別に発行さ
れている。以前の『新定画帖』では第１・２学年の児童用書がなかったが、低学年の児童用書
が編集発行された点において、『尋常小学図画』の発行は画期的であった。「教材の種類」と題
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して、次の表１のように分けている。
表１『尋常小学図画』の教材の種類
思想画
自在画 写生画
表現教材 用器画 臨画
教材の種類 鑑賞教材 図案
説話教材
教材の種類として、「鑑賞教材」が６年の図画教科書に初めて取り入れられたことは特筆す
べきことである。この鑑賞教材は「室内装飾」の題材であり、男女とも共通題材としている。
さらに「説話教材」として「日本・西洋の絵画の大要を知らせ、代表的作品を鑑賞させて、美
意識を養ふ」という要旨に基づき、日本と西洋の美術史を説話として語り、教えることが盛り
込まれた。また、低学年の自由表現に始まり、中学年以降は観察画などの水彩絵の具による写
生画や図案に至る配列であり、子どもの発達や特性に配慮した記述であった。
しかし、実際の画題や学習内容を詳細に見ていくと、子ども自身の目で見て描くのではなく、
説明として描く傾向を多分に残している。子
どもの「ものの見方」や表現という考え方は、
教科書を見る限り生かされてはいない。ただ、
絵柄や題材は、従来の概念的、説明的絵画か
ら自然な観察による描画に変化してきてお
り、新鮮な印象を感じることができる。写生
画の典型のような絵柄があるが、総じて自由
画の影響を受けていることは間違いないであ
図２ 『尋常小学図画』教師用 1932（昭和７）年
ろう。
２ 戦時下の教科書 国定５期教科書 1941∼45（昭和16∼20）年
①『ヱノホン』
1941（昭和16）年３月「国民学校令」が施行、これまでの「小学校」から「国民学校」に改
称され、日本は太平洋戦争に突入し、「お国のために」尽くすことが至上価値となった。「皇国
ノ道ニ則リテ初等普通教育ヲ施シ国民ノ基礎的練成ヲ為スヲ以テ目的トス」とした国民学校に
おける芸能科に図画・工作は位置づけられた。芸能科は、「音楽、習字、図画、工作、裁縫
（女子のみ）
」の科目で、その「指導の精神」は各教科書に共通であり、次のように述べられた。
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芸能科は国民錬成の為の教科である。故に抽象的な個人の人格の完成とか、自我の実現
の為の教育ではなく、具体的に忠良な皇国臣民を錬成する為の芸能教育であり、又、国境
を超えた単なる人間性の教養ではなく、歴史的な日本国民性の錬成の為の芸能教育であら
ねばならないのである。更にそれは基礎的錬成の為の教科である。故に児童将来の多様な
る発展の自つて出るその基礎に培へばよいのであつて、専門じみた純粋美術の教育とか、
小芸術家を育てるかのやうな教育に流れてはならないのである。
ここでは、「皇国臣民を錬成する為の芸能教育」「国民性の錬成の為の芸能教育」として、個
性の伸展とか自由な表現という言説は見あたらない。これらの趣旨に基づき、1941（昭和16）
年に国民学校初等科図画教科書として発行されたのが、『ヱノホン』であった。編纂は、文部
いた くら さん じ
み とま まさ お
省の図書監修官、角南元一のもとで、石井拍亭、板倉賛治、中田俊三、松田義之、三苫正雄、
ゆたか
山形寛、結城素明、和田三造らが委員となって行われた。
②『初等科図画』（図３）
第２学年用『ヱノホン』に続いて、第３∼６学年までの『初等科図画』と『初等科工作』の
児童用書と教師用書が発行された。高等科第１・２学年用の『高等科図画』と『高等科工作』
の児童用書も刊行された。低学年用の『ヱノホン』は、図画と工作が一体化されていたが、中
学年以上では図画と工作が分離・分割され、『初等科図画』と『初等科工作』の２冊の教科書
がそれぞれ発行された。中学年以上の教科書は、男子用と女子用とに分けて編集されている。
図３ 『初等科図画』一 23 飛行機 1941（昭和16）年
教科書の「芸能科図画の指導体系」では、初等科第１、２学年の指導として「この期に於て
は、児童の思想を拡充し、情操を深め、その表現意欲の自由暢達を主眼とし、特に児童の主観
的遊戯的態度に即して表現の豊富と表現の愉悦とを促進する。図画・工作教材を児童生活に統
合して指導する」と子どもの表現意欲の自由な伸長を目標として示している。
しかし、「スヰヘイサン」を描かせ、「陸軍の兵士に関心を持たせると同様に、海軍の水兵に
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も関心を持たせなければならない」とし、「ニフエイ」では「入営の情景を画かせて、思想発
表の練習をさせ、国民的精神を養う」といった戦争意識を高揚させる目的となっている。実情
としては、軍国主義的色彩によって子どもの自由な表現は求められていなかった。国家イメー
ジを強調した「ハタ」「トリイ」「フジサン」や軍国主義を象徴する「ヘイタイサン」などの教
材が載せてあった。「オサカナ」「ブランコ」など季節や行事と結びついた教材も掲載されてい
たが、子どもの表現によるものではなく、無味乾燥な臨画的要素が強い絵柄の教科書となって
いる。
③『初等科工作』
（図４）
図画に対して、戦前の「手工」を引き継ぎ、国民学校となり新たに必修科目となった「工作」
は、より戦争を意識した教材内容となっている。「国民学校令施行規則」中の「芸能科図画工
作」に関する法令を見ると、具体的に芸能科工作の授業内容がイメージしやすい。
第17条 芸能科工作ハ物品ノ製作ニ関スル普通ノ知識技能ヲ得シメ機械ノ取扱ニ関スル常
識ヲ養ヒ工夫考案ノ力ニ培フモノトス
・初等科ニ於テハ紙、糸、布、粘土、セメント、竹、木、金属等ノ材料ニ依ル工作ヲ課
スベシ
・高等科ニ於テハ木工、金工、セメント工、手芸（女児）ヲ課スベシ
・前項ノ外必要ニ応ジ其ノ他ノ工作、図案及製図ヲ課スルコトヲ得
・機械器具ノ操作、分解、組立、修理等ニ付テ指導スベシ
・実業科工業ヲ課スル場合ニハ適宜之ト併セ課スルコトヲ得
材料、工具等ニ関スル知識ノ大要ヲ授ケ材料ノ利用節約、工具ノ整理保存等ニ付テ指
導スベシ材料技法ノ進歩ニ注意シ之ヲ指導ノ上ニ活用シテ児童ノ性能ヲ伸長スルニ力
ムベシ適宜共同製作ヲ課スベシ
小学校では戦時体制のもとで、工作教育に特に力点をおき、その内容を系統的に組み立てて
いった。紙、布、セメント、竹、金属など大変幅広い材料を扱うと同時に、実用品から製図、
工芸、彫刻模型、機械工作など訓練的要素の強い教材を広範囲に扱っている。
ここにみる教科観は『初等科工作』に反映され、「グライダー」「ラジオ受信機」などの教材
があり、高等科では機械器具の操作及び分解、組み立て、修理などを教科の範囲としており、
職業訓練的な技能教科としての色合いが強い。現実は戦時下における物資不足から、目標とす
る工作に必要な材料はなく、手軽で材料費の安い「グライダー」や「模型飛行機」作り一辺倒
という状態であった。
以上のように『ヱノホン』、『初等科図画』、『初等科工作』の３冊の戦時下の教科書は、軍事
的色彩が色濃く反映し、きわめて実用的な内容であった。大正デモクラシーに始まった児童中
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心主義の美術教育はみられず、粗悪な画材と
物資不足によって図画教育すら満足に行えな
い学校が多かったのである。
３ 昭和戦後期の教科書
（1）無教科書時代 1947∼54（昭和22∼29）年
1945（昭和20）年８月、日本がポツダム宣
言を受諾して、無条件降伏し、太平洋戦争は
図４ 『初等科工作』三 男子用 1943（昭和18）年
終わりを告げた。ただちに連合国軍の占領下
で戦後統治が始まり、文部省は９月20日付
「終戦ニ伴フ教科用図書取扱方ニ関スル件」の通牒を出して、教科書から軍国主義・国家主義
の部分を削除するように指示した。これにより、「墨塗り教科書」が暫時使用された。翌1946
年６月には、芸能科図画・工作の教科書の禁止通牒が出され、別紙の「図画工作指導上の注意」
には「創造力の養成、個性の伸長に留意すること」が示された。教科書の特性上、図画工作の
墨塗りは、他教科に比べて少なかった。
①1947（昭和22）年版学習指導要領（試案）
1947（昭和22）年３月「教育基本法」と「学校教育法」が公布され、４月から新制度による
小学校が発足し、同年５月の「学校教育法施行規則」において、小学校及び中学校に「図画工
作」が誕生した。「芸能科図画・工作」の科目名が統一されたのは、連合国軍司令部（GHQ）
の民間情報教育局（CIE）の指導によるものであった。「Art and Handicraft」の英訳を日本語
で「図画工作」としたのである。
文部省は同年、米国ヴァージニア州の「Course of Study」を手本にしながら、小・中学校
合本で「学習指導要領」を作成し、強制力のない「試案」として提示した。図画工作科の構成
では「はじめのことば」に続いて目標があり、「図画工作の教育はなぜ必要か」という問いに
「１発表力の育成、２技術力の育成、３芸術心の啓培、４具体的・実際的な活動性の助長」の
４点をあげている。図画と工作とを折衷して作成したこと、プラグマティズムの影響を受け、
実用面を強調した生活主義的内容となっていた。
1949（昭和24）年度からは各教科で検定教科書が使用される予定だったが、CIEの意向によ
って図画工作科の検定基準はつくられず、公には教科書が存在しない状態となった。中学校で
は1951（昭和26）年度末まで、小学校では1954（昭和29）年度末まで「無教科書時代」が続く
のである。1952（昭和27）年に占領統治が終了する前後、民間教育研究団体における美術教育
運動は活況を呈してくる。いわゆる、創造主義による「創造美育協会」や作文教育と結びつく
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「日本版画協会」、認識主義による「新しい絵の会」やデザイン教育を柱とする「造形教育セン
ター」などの活動が顕著となった。教師が新しい教育制度の下、さまざまな民間教育団体で熱
く美術教育と子どもを語り合った時代である。
②1951（昭和26）年版学習指導要領（試案）
1947（昭和22）年版の基本的な考え方を引き継ぎながら不備な点が改善された。小学校の教
科配当の時間が示された他、中・高等学校を１冊にまとめて刊行した。目標は、小・中・高等
学校に共通する図画工作教育の一般目標と、各学校における目標に分けて示した。一般目標に
は、「１ 造形品の良否を判別し、選択する能力を発達させる。２ 造形品を配置配合する能
力を発達させる。３ 造形的表現力を養う」ことがあげられた。
小学校「図画工作」
目標は「１ 個人完成への助けとして」、「２ 社会人および公民としての完成への助けとし
て」という観点から、それぞれ細目をあげている。
中学校「美術」
目標は、日常生活に必要な基礎的理解や技能を得て、造形文化の面から生活を明るく豊かに
営むことを達成目標とした。昭和22年版が材料別に羅列したのに対して、「表現、理解、鑑賞、
技術」の各造形活動の視点から整理し、「表現教材、鑑賞教材、理解教材、技能熟練の教材」
の４つに分けて示した。表現教材では、内容を、描画、図案、配置配合、工作、製図を示し、
小学校の内容と関連が図られている。また、鑑賞教材では「鑑賞資料目録」があげられ、絵画、
彫刻、建築ごとに作品名を記している。技能熟練の教材では、表現活動で必要な技術や生活美
化改善の技術をとりあげている。
（2）第２次検定教科書 1958∼89（昭和33∼平成元）年
①1958（昭和33）年版学習指導要領
1958（昭和33）年版学習指導要領より、「試案」ではなく文部省令による「告示」となり、
法的拘束力を持つことになった。同時に「道徳時間の特設」が始まり、科学技術教育の重視に
よる「教育内容の現代化」が叫ばれ、教科書内容の統制が進んでいった。教科内容は、経験主
義から、知識や技能を重視する系統的学習に方向転換する。
この年に中学校で「職業・家庭科」が「技術・家庭科」になり、図画工作の工作的内容や生
産技術的内容が一部移行することになった。さらに図画工作及び美術科にデザインが内容とし
て新しく加わった。美術科では芸術性や創造性を主体とした表現や鑑賞学習をとり扱うことに
なった。さらに、教科の目標、内容、指導計画の作成と指導の方針についての記述は簡潔にな
り、各教科の内容の詳細な解説と指導方法が、
『指導書』で述べられるようになった。
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小学校「図画工作」
目標では「１ 絵をかいたりものを作った
りする。造形的な欲求や興味を満足させ、情
緒の安定を測る。２ 造形活動を通して、造
形感覚を発達させ、創造的表現の能力を伸ば
す。造形的な表現や鑑賞を通して、美的情操
を養う」などが示された。目標に「情緒の安
定」という文言があり、「創造美育協会」に
図５ 『しょうがくずがこうさく』日本文教出版 1956（昭和31）年
よる美術教育運動の影響をみることができ
る。内容は、系統性を持たせると同時に整理統合して「絵、版画、粘土（彫塑）、模様をつく
る（デザインをする）、いろいろなものをつくる、鑑賞など」となった。特にデザインに関し
ては、民間教育団体である「造形教育センター」の成果が取り入れられた。
中学校「美術」
目標は「絵画や彫塑などの表現や鑑賞を通して、美術的な表現意欲を高め、創作の喜びを味
わわせる」となった。「表現」と「鑑賞」から構成されるようになり、現在もこのくくりは継
承されている。
②1968（昭和43）年版学習指導要領
この時期は、高度経済成長期にあたり、経
済発展を支える人材育成や科学・技術振興が
求められ、この観点から「教育の現代化」を
めざしたカリキュラム改革が行われた。
小学校「図画工作」
目標は、「造形活動を通して、美的情操を
養うとともに、創造的表現の能力をのばし、
技術を尊重し、造形能力を生活に生かす態度
図６ 『図画工作』開隆堂 1970（昭和45）年
を育てる」となった。各学年の目標には「造形」という語が多用され、造形主義的な面が強調
された。内容は、小・中学校を通して全学年で「絵画（版画を含む）、彫塑、デザイン、工作、
鑑賞」の５領域となり、系統性、発展性を図った。
中学校「美術」
目標は「美術の表現と鑑賞の能力を高め、情操を豊かにするとともに、創造活動の基礎的な
能力を養う」という総括目標と、絵画・彫塑、デザイン・工芸、鑑賞、生活に生かす態度など
４つの観点から具体目標が示された。内容が整理、統合され、従前の「色や形などの基礎練習」
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はデザインの内容に位置づけられた他、工芸が導入され、高等学校「工芸」との関連も図られ
た。また、鑑賞の観点が明確化された。
③1977（昭和52）年版学習指導要領
「教育の現代化」から「教育の人間化」への転換が図られた年代である。受験競争と過密な
指導内容による落ちこぼれや不登校、非行問題を背景に、「教育課程審議会答申」により「①
人間性豊かな児童生徒の育成、②学校生活におけるゆとりと充実、③基礎的・基本的な内容の
重視と個性に対応した教育を目指すこと」が示された。指導内容の大幅な削減と授業時数の約
１割の削減とともに、「ゆとりの時間」を設けた。図画工作、美術では創造性重視と内容の精
選が行われた。
小学校「図画工作」
目標は「表現及び鑑賞の活動を通して、造形的な創造活
動の基礎を培うとともに、表現の喜びを味わわせ、豊かな
情操を養う」として、創造性とともに表現活動を重視した。
中学校「美術」
目標は「表現及び鑑賞の能力を伸ばし、造形的な創造活
動の喜びを味わわせるとともに、美術を愛好する心情を育
て、豊かな情操を養う」とした。図画工作と同様に発展
的・系統的な指導を図って、内容は表現と鑑賞の２領域に
整理統合し、基礎・基本を重視して精選した。「各学年の内
容に充てる授業時間数の割合」を削除して、第３学年にお
図７『図画工作』日本文教出版 1988
（昭和63）年
いて選択教科としての「美術」を新たに設けた。
４ 平成の教科書
①1989（平成元）年版学習指導領
戦後６度目の改訂になり、その背景として1987（昭和62）年12月の「教育課程審議会答申」
がある。そこでのねらいは、「①心豊かな人間の育成、②自己教育力の育成、③基礎的・基本
的な内容の重視と個性を生かす教育の充実、④文化と伝統の尊重と国際理解の推進」である。
図画工作、美術では、内容の一貫性、造形的な創造活動の一層の重視、表現の能力や情操の面
の指導の充実を図った。
小学校「図画工作」
目標は、「表現及び鑑賞の活動を通して、造形的な創造活動の基礎的な能力を育てるととも
に表現の喜びを味わわせ、豊かな情操を養う」とした。弾力的な指導と発達特性に配慮して、
― 176 ―
第Ⅱ部 昭和・平成期の教科教育と教科書
低・中・高学年と２学年ごとにまとめて学年の目標を示した。
さらに、工作的な活動が重視され、授業時間数が各学年の２分の１を下らないように明示し
た。「造形遊び」が中学年にも設定された。鑑賞の充実をあげ、わが国及び諸外国の美術作品
を追加し、高学年では、鑑賞の指導を独立して行えるようにした。
中学校「美術」
目標では、「表現及び鑑賞の活動を通して、造形的な創造活動の能力を伸ばすとともに、創
造の喜びを味わわせ、美術を愛好する心情を育て、豊かな情操を養う」として、目標の構造を
図画工作と統一し、創造活動を通した教育という視点を明確にした。学年の目標は、指導の大
綱化、弾力化が図られ、第１・２学年、第３学年の２つにまとめた。
ちょうそ
ちょうこく
内容は、学年目標と同じく２つにまとめて、「彫塑」の名称を「彫 刻」に変更した。鑑賞の
充実を図り、生涯学習の視点や東西の美術文化の理解、国際理解を深める視点から項目を増加
した。２年の授業時数が70時間から30∼70時間と減った他、選択「美術」は、３年のみから２
年にも設けた。生徒の特性に応じた選択により発展的・応用的な学習活動の展開が意図された。
②1998（平成10）年版学習指導要領
「学校週５日制」のもとで、ゆとりのある教育を展開し、児童生徒に「生きる力」を育成す
ることを重視した。1998（平成10）年７月の教育課程審議会の答申は、「生きる力」を育成す
る基本的なねらいとして、「①豊かな人間性や社会性、国際社会に生きる日本人としての自覚
を育成すること、②自ら学び、自ら考える力を育成すること、③ゆとりのある教育活動を展開
する中で、基礎・基本の確実な定着を測り、個性を生かす教育を充実すること、④各学校が創
意工夫を生かし、特色ある教育、特色ある学校づくりを進めること」を打ち出した。改訂され
た内容は、教育内容の厳選、授業時数の削減、教育課程の自主編成、「総合的な学習の時間」
の設置、学習時間の弾力化、選択教科制の充実であった。
小学校「図画工作」
目標は、「表現及び鑑賞の活動を通して、つくりだす喜びを味わうようにするとともに造形
的な創造活動の基礎的な能力を育て、豊かな情操を養う」とし、学年の目標は従前同様に２学
年まとめて示した。観点が整理し直され、「（1）関心や意欲、態度、（2）表現内容、（3）鑑賞」
の内容に関する目標となった。実態に応じて弾力的な指導が行わえるように２学年まとめて示
し、「絵や立体に表すこと」と「つくりたいものをつくること」を関連づけて扱えるようにし
て、題材の精選を図った。
「造形遊び」が高学年まで拡充され、６年間一貫して行うこととして表現内容の柱となる。
鑑賞の充実を図り、全学年で独立して学習できるようにして、地域の美術館などの利用をあげ
た。工作的な活動を引き続き重視し、絵や立体に表す内容に充てる授業時数とほぼ等しくなる
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ように明記した。一方、総授業
時間数の削減と「総合的な学習
の時間」の創設によって、図画
工作の配当時数は中学年と高学
年で減少となった。
中学校「美術」
目標は「表現及び鑑賞の幅広
い活動を通して、美術の創造活
動の喜びを味わい美術を愛好す
る心情を育てるとともに、感性
図８ 『ずがこうさく』日本文教出版 2001（平成13）年
左：小学１・２年 右：小学６年―エコロジー生物誕生―
を豊かにし、美術の基礎的能力
を伸ばし、豊かな情操を養う」
とし、感性という新たな文言を加えた。内容は、厳選と再構成により、「絵画や彫刻など」と
「デザインや工芸など」の２つにまとめて、関連した内容を一体的に扱えるようにした。
新たな表現の活動として、漫画やイラストレーションによる表現や写真・ビデオ・コンピュ
ータなどの映像メディアによって表現し、伝達・交流することを示した。さらに表現形式や表
現方法を生徒が選択することや、鑑賞指導では日本の美術や伝統文化の扱いを重視し、児童生
徒の作品も鑑賞の対象として明記した。さらに美術館や地域の文化財の積極的な活用を図るこ
ととしている。
第１学年と第２学年の授業時間数が減少したが、選択「美術」は第１学年においても設ける
ことができるようになった。内容は、各学校の工夫により、課題学習、伝統工芸など地域の特
性を生かした学習、補充的、発展的な学習などを取り入れるとした。
まとめ
ふ かん
昭和初期から現在までの教科書及び「学習指導要領」の変遷を概観してきた。俯瞰すると、
同じ教科でありながら、教科に求められる内容が時代で揺れ動き、確実に変化していることが
わかる。戦前・戦中の実利的技能的な観点から、戦後の生活主義を経て、平成期の児童・生徒
中心の教育観への様変わりである。
近年の特徴として鑑賞学習の充実が叫ばれており、「つくること」と「みること」のバラン
スを図ろうとしている。子どもをしっかりと中心に据えながら、「図画工作・美術」は従前の
技能や実技の教科から脱却して、あらゆる学力の基礎となる教科であることを改めて自覚しな
ければならない。
（新関 伸也）
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